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夏
の
暑
さ
も
楽
し
ん
じ
ゃ
え
！

地域で　 しく 　生涯スポーツ
街なかに広がる緑
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市
内
26
地
区（
自
治
会
連
合
会
）に
は
、
各

地
区
に
3
人
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
い
ま

す
。ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
実
技
指
導
や
助

言
、個
人
や
団
体
の
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
ご
と
に
体
育
振
興
会
や
体
育

協
会
、
市
全
体
の
体
育
団
体
を
取
り
ま
と
め

て
い
る
市
体
育
協
会
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
と
連
携
し
て
、身
近
な
地
域
で
ス
ポ
ー

ツ
が
で
き
る
姿
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
の
体
育
振
興
会
や
体
育
協
会
と
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
、各
地
区
で
活
動
し
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
の
活
動
情
報
を
集
め
、

地
区
ご
と
の
情
報
を
市
と
市
体
育
協
会
が
集

約
し
、
市
体
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
。

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
人
と
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
る
団
体
な
ど
を
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
　
　   http://w

w
w

.odaw
ara-

taikyo.or.jp/

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
性
化
モ
デ
ル
事
業

　
平
成
26
年
度
か
ら
、市
で
は
「
地
域
ス
ポ
ー

ツ
活
性
化
モ
デ
ル
地
区
」
を
選
び
、
地
域
の

人
が
や
っ
て
み
た
い
ス
ポ
ー
ツ
や
指
導
し
て

ほ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
や
地
区
体
育
振
興
会
・
協
会
と
市
体
育

協
会
加
盟
団
体
の
各
種
目
協
会
や
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
連
携
し
講
師
を
派
遣

す
る
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
曽
我
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら
講
師
を

派
遣
。
地
域
で
、ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
や
ラ
ジ
オ

体
操
を
楽
し
み
ま
し
た
。

● 

平
成
26
年
11
月
　
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

　
「
曽
我
地
区
親
子
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
」
の
中
で
、誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
「
ス

ポ
ー
ツ
吹
き
矢
」
の
体
験
教
室
を
開
き
ま
し

た
。あ
ま
り
な
じ
み
の
な
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
50

人
が
参
加
し
、「
小
田
原
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ

ブ
」
か
ら
派
遣
さ
れ
た
講
師
の
指
導
の
も
と
、

楽
し
く
体
験
し
ま
し
た
。

地
域
で
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

応
援
す
る
取
り
組
み

地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

応
援
す
る
人

2

皆
さ
ん
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
　 

し
ん
で
い
ま
す
か
？

ス
ポ
ー
ツ
を
　 

し
む
こ
と
は
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

心
身
の
健
康
増
進
、

体
力
や
仲
間
づ
く
り
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

ス
ポ
ー
ツ
を
　 

し
む
た
め
に
は
、

地
域
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
行
う
こ
と
で
長
続
き
し
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
親
睦
や
活
性
化
も
期
待
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
生
涯
に
わ
た
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
身
近
な
地
域
で
気
軽
に
　 

し
め
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　 

し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
、
心
も
体
も
健
康
に
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
は 

？

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
て
参
加
で
き
る
団
体
で
す
。
市
内

で
は
、「
小
田
原
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
と

「
城
下
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
ま
す
。

地
域
で 

　
し
く
！

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

 

ス
ポ
ー
ツ
課
　
☎
38 - 
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1
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ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
人
と
ス
ポ
ー
ツ

団
体
を
つ
な
ぐ
情
報
の
集
約
と
発
信

楽
楽楽楽

楽

楽



● 

平
成
27
年
3
月
　
ラ
ジ
オ
体
操

　
市
営
籠
場
住
宅
で
、「
城
下
町
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
の
講
師
と
と
も
に
、「
ラ
ジ
オ
体
操
」

を
行
い
ま
し
た
。10
日
間
、1
日
30
分
行
う
ラ

ジ
オ
体
操
に
、延
べ
2
0
5
人
が
参
加
。参
加

し
た
人
か
ら
は
、「
運
動
す
る
よ
い
き
っ
か
け

を
も
ら
え
た
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ

　
市
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
や
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

を
目
的
に
、身
近
で
気
軽
に
楽
し
め
、取
り
組

ん
で
み
た
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
の
高
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
定
着
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
上
府
中
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と

し
、
上
府
中
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
と
一
緒
に
、楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き

る
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し

た
。

　
今
年
度
は
東
富
水
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
定
着

に
向
け
た
コ
ー
ス
設
定
な
ど
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
　 

P
1
6
8
7
2

● 

平
成
27
年
6
月
　
上
府
中
地
区

 

　第
10
回
世
代
間
交
流
ハ
イ
キ
ン
グ

　
上
府
中
体
育
協
会
が
中
心
に
な
っ
て
行
う

「
世
代
間
交
流
ハ
イ
キ
ン
グ
」
で
、
設
定
し

た
コ
ー
ス
を
皆
で
楽
し
く
歩
く
予
定
で
し
た

が
、雨
天
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。講
師

に
招
い
た
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
玉
崎
さ
ん
・
上
泉
さ

ん
か
ら
、体
育
館
内
で
正
し
い
歩
き
方
に
つ
い

て
講
演
し
て
も
ら
い
、実
践
し
ま
し
た
。
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歩
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
！

（
講
演
か
ら
）

●

 

足
の
甲
の
真
上
に
膝
が
乗
る
よ
う
意
識
す

る
●

 

足
の
親
指
・
小
指
の
着
地
感
を
意
識
し
て
、

両
足
を
一
本
の
線
上
に
沿
っ
て
歩
く
よ
う

に
す
る

●

 

肘
を
軽
く
斜
め
後
ろ
に
引
く
感
じ
で
腕
を

振
る

●

 

呼
吸
は
吐
く
こ
と
を
意
識
す
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は
？

　
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
ず
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
一
環
と
し
て
気
軽
に
楽
し
む
こ
と

を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
。グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、ペ
タ
ン
ク 
な
ど
。

今
年
も
開
催
！

城
下
町
お
だ
わ
ら

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

　

全
国
屈
指
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト「
城

下
町
お
だ
わ
ら
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
」の
開
催
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

日
々
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
集
大
成
に
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
始
め
の
き
っ
か
け
に
！

　

家
族
や
仲
間
と
楽
し
く
、
晩
秋
の
西
さ
が

み
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
11
月
21
日（
土
）・
22
日（
日
）

事
前
申
し
込
み

　
　
　
　
一
般 

1
5
0
0
円
、

　
　
　
　

 

小
・
中
学
生
1
0
0
円

※
1
日
参
加
で
も
、
2
日
参
加
で
も
同
額

※
未
就
学
児
は
無
料

※ 

団
体
申
し
込
み（
10
人
以
上
、
同
コ
ー
ス
・

距
離
を
歩
く
場
合
）一
般 

1
3
0
0
円

　
　
　
　
　
9
月
1
日（
火
）〜

11
月
4
日（
水
）

※ 

詳
し
く
は
、
決
定
次
第
、
随
時
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
P
1
8
0
3
4

日
　
程

費
　
用

申
込
期
間

コ
ー
ス 

21
日（
土
）

「
小
田
原
コ
ー
ス
」30
・
20
・
10
・
6
キ
ロ

「
箱
根
コ
ー
ス
」20 

キ
ロ

コ
ー
ス 

22
日（
日
）

「
小
田
原
コ
ー
ス
」30
・
20
・
10
・
6
キ
ロ

「
真
鶴
・
湯
河
原
コ
ー
ス
」20 

キ
ロ



〈ダイヤ街商店会における緑化事例〉 りそな銀行小田原支店前

小田原アプリ、西友小田原EPO店前

4

　
小
田
原
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
、

統
一
感
の
あ
る
調
和
の
取
れ
た
景
観
、に
ぎ
わ

い
の
あ
る
魅
力
的
な
商
業
空
間
、
花
と
緑
あ
ふ

れ
る
街
路
の
創
造
、
持
続
可
能
な
街
な
か
居
住

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　  

P
1
5
5
2
0

　
都
市
廊
政
策
の
一
環
と
し
て
、
街
な
か
緑
化

事
業
が
あ
り
ま
す
。
店
舗
の
周
り
の
植
栽
、
壁

中
心
市
街
地
の

に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
指
し
て

小
田
原
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
で
、
将
来
に
わ
た
って

人
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り「
都と

し市
廊ろ

う

政
策
」を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
商
店
会
が
主
体
と
な
り
、

花
と
緑
の
あ
ふ
れ
る
空
間
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

街
な
か
に

広
が
る
緑

「
都
市
廊
政
策
」と
は

街
な
か
緑
化

魅力的で安心・安全な街路
整備と、花と緑が続く街路
の形成により、歩いて楽しい
歩行者空間を創り、回遊性
の向上を促進。

共同建て替えによる居住・商業空間が調和した
街づくりを推進。１～２階の建物利用形態の統
一を図り、中層以上の居住部分の色調をそろえ
るなど、街づくり基準などで構想を担保するこ
とにより、まちなみにも配慮。

もてなしの道路空間づくり

住みよい居住空間づくり

魅力ある商店街づくり

1～2階は商店などの利用
形態を促進し、特色ある商
店街によるにぎわいを創
出。さらに、空き店舗対策な
どによる、商店の誘致や、空
き地の利活用を行い、訪れ
たくなる商店街づくりを促
進。

にぎわいとやすらぎの
街なか再生

中心市街地の
活性化

都市廊政策のイメージ

 

都
市
計
画
課
　
　
☎
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み
ど
り
公
園
課
　
☎
33 - 

1
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産
業
政
策
課
　
　
☎
33 - 

1
5
1
1

5月、錦通り商店街における歩行者専用道化
の実証実験を実施
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面
の
緑
化
な
ど
、
花
と
緑
が
あ
ふ
れ
る
、に
ぎ

わ
い
の
あ
る
商
店
街
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
3
年
計
画
で
、小
田
原
ダ

イ
ヤ
街
商
店
会
、
小
田
原
錦
通
り
商
店
街
協

同
組
合
、お
堀
端
商
店
街
振
興
組
合
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
、
商
店
街
の
緑
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
小
田
原
ダ
イ
ヤ
街
商
店
会
で
は
、

小
田
原
ア
プ
リ
や
西
友
小
田
原
E
P
O
店
を

は
じ
め
、
Sス

キ

ッ

プ

K
I
P
小
田
原
ダ
イ
ヤ
街
店
、ふ

ら
ん
す
亭
、り
そ
な
銀
行
小
田
原
支
店
の
周
り

を
緑
化
。
大
き
な
鉢
植
え
と
ベ
ン
チ
を
置
く
な

ど
、憩
い
の
場
に
も
な
って
い
ま
す
。

　
街
な
か
緑
化
を
進
め
、市
民
や
来
訪
者
が
憩

い
、や
す
ら
げ
る
空
間
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
木
陰
が
あ
り
、
花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
居
心
地
の
よ
い
空
間
と
な
る
こ

と
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、「
街
な
か
緑
化
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
緑

化
し
た
場
所
に
は
、
ベ
ン
チ
を
置
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
お
買
い
物

や
待
ち
合
わ
せ
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
8
月
9
日（
日
）に
は
、
市
と
小
田
原
ダ
イ
ヤ
街
商
店
会
が
共
催
で
、
周

辺
商
店
街
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

 「
G
r
e
e
n
  S
u
m
m
e
r  D
a
y
s
」（
雨
天
中
止
）

　
　
　

8
月
9
日（
日
）　
正
午
〜
午
後
５
時

　
　
　
ダ
イ
ヤ
街
商
店
街
、
錦
通
り
商
店
街
、お
し
ゃ
れ
横
丁
商
店
街

　
　
　
音
楽
イ
ベ
ン
ト
、
飲
食
・
物
販
ブ
ー
ス
の
出
店 

他

小
田
原
ダ
イ
ヤ
街
商
店
会 

会
長
　
小
林
鐡て

つ

夫お

さ
ん

　
市
で
は
、商
店
会
と
協
働
で「
街
な
か
緑
化
事
業
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
春
、
小
田
原
ダ
イ
ヤ
街
商
店
会
が
植
栽
し
た
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の

常
緑
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
や
フ
ジ
の
ツ
ル
は
、梅
雨
を
経
て
元
気
に
育
ち
、通
り
に
う

る
お
い
や
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
８
月
９
日（
日
）に
は
、
小
田
原
ダ
イ
ヤ
街
商
店
会
と
の
共
催
イ
ベ
ン
ト

で
、
緑
化
事
業
の
完
成
式
典
と
、
緑
化
に
関
連
す
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
夏
の
暑
さ
の
中
で
、緑
に
よ
る
涼
し
さ
を
体
感
で
き
ま
す
。

　
　
　

8
月
9
日（
日
）　
午
後
0
時
20
分
〜
0
時
40
分（
雨
天
中
止
）

　
　
　
ダ
イ
ヤ
街
商
店
街 

小
田
原
Eエ

ポ
P
O
前

緑
が
心
地
よ
く

歩
く
の
が
楽
し
く
な
っ
た
、ダ
イ
ヤ
街

お
買
い
物
す
る
人
に
や
さ
し
い
、ダ
イ
ヤ
街

内
容

日
時

場
所

　
　
　
　
　
　
　

   

P
1
8
1
0
5

場
所

　私たちが暮らす小田原の「豊かさ」は、幾つもの地理
的な要素によって特徴づけられます。日本三大深

しん

湾
わん

で
稀

け

有
う

な好漁場の相模湾。富士山と丹沢に源を発する酒
匂川が育んだ肥沃な田園を擁する足柄平野。日照が十
分で里からも近く果樹栽培の適地である曽我丘陵。そ
して、広大な山林から新鮮な空気と豊富な水を供給し、
大地の息吹である熱エネルギーを受けた豊かな温泉を
誇る箱根。その箱根で、火山活動が活発化、その恩恵
にあずかってきた地域のさまざまな営みに大きな影響が
出ています。
　今でこそ、自治体では「小田原市」「箱根町」と区分
されていますが、歴史的な経緯をひも解くまでもなく、小
田原と箱根は一つの圏域を構成し、まさに一体の関係。
人もモノもお金も行政区分に関係なく行き来をしていま
す。もとより、都心から帰り小田原駅に降り立った時に感
じる空気のおいしさは、箱根という広大な山域が生み出
していますし、市西部の水源である地下水は箱根に由
来しているなど、私たちの心身を健やかに保ってくれて
います。森・湖・渓谷といった豊かな自然、貴重な癒や
しを与えてくれる温泉を含め、私たち小田原市民は『箱
根』という大きく豊かな恵みを頂いているのです。
　この恵みは、箱根が火山活動によって形成されたこ
と、さらにはその火山活動が現在も継続していることに
よって、私たちにもたらされています。活火山である以
上、長い時間軸の中でその活動が活発化する局面は起
きるものであり、これまでにも小さな規模で繰り返されて
きました。今回は、過去の経験を大きく越えているため、
地元でも、また訪ねる側も、その対応に苦慮しています。
活火山の恵みを享受する長い歴史の中では、時として
災いがもたらされることも、私たちは改めて胸に刻まね
ばならないのでしょう。
　とはいえ、最大の書き入れ時である夏のシーズンにあ
たり、火山活動活発化による箱根の観光関係事業者へ
の打撃は既に深刻です。大きな恵みゆえ時に巡ってくる
この厳しい状況を乗り越えるべく、事業者のみならず、
これまで恩恵にあずかってきた私たち圏域の住民が、力
を合わせて箱根の営みを支えていかねばなりません。大

おお

涌
わく

谷
だに

周辺の区域以外は平常どおりです。こんな時期だ
からこそ、『箱根』という恵みを頂きに足を運びましょう。

『箱根』という恵み

小田原市長　加藤 憲一

日
時
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民
間
企
業（
Hハ

ミ

ィ

a
m
e
e
株

式
会
社
）が
、
地
域
や
仕
事
に

生
か
せ
る
知
恵
を
共
有
す
る

場
と
し
て
行
っ
て
い
る
「
ハ

ミ
ダ
セ
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
学
校
」
を
一
緒

に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
第
一
線
で
活

躍
す
る
人
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
自

由
に
ア
イ
デ
ア
を
交
わ
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
に
よ
り
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
の
生
活
や
仕
事
と
は
違
う
視
点
で

小
田
原
を
見
る
と
、
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま

す
。

若
手
の
力
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
！

  

企
画
政
策
課
　
☎
33 - 

1
2
5
3

協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
場
と
し
て
、

市
が
実
施
し
て
き
た「
ま
ち
づ
く
り
学
校
」。

市
で
は
今
、民
間
企
業
の
事
業
と
連
携
し
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生
み
出
す

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
・
業
種
で
活
躍
す
る
人
が

自
由
な
発
想
で
刺
激
し
合
う
場
で
、

あ
な
た
も
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

ア
イ
デ
ア
を
創
り
出
し
、

行
動
を
起
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
が
、小
田
原
の
ま
ち
を
創
る
主
役
で
す
。

行政職員 市民活動家 事業者 などビジネスマンクリエーター若者

小田原市
まちづくり
学校

クラウドファンディングを通じ
て基金を募り、プロジェクトの
実現を目指すことができます。

【ハミダセ×まちづくり学校の全体イメージ】

地域を盛り上げる活動を創出する

参加者が知恵を共有する

さまざまな分野や業種から参加者が集まる

地域を盛り上げる活動やプロジェクト

イベントを
開催する

地域へのPR
など

アイデア
磨き

人の
ネットワーク

刺激的な
プレゼン

ハ
ミ
ダ
セ
×
ま
ち
づ
く
り
学
校
と
は

ハ
ミ
ダ
セ
×
ま
ち
づ
く
り
学
校
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刺
激
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
新
進
気
鋭
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
や
小
田
原
に

積
極
的
に
関
わ
る
人
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
、
参
加
者
に
多
く
の
刺
激
を
与
え
て
い

ま
す
。

自
由
な
発
想
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
い
つ
も
と
は
違
う
仲
間
と
、
自
由
な
発
想

で
意
見
を
交
わ
す
創
造
的
な
雰
囲
気
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
楽
し
い
体
験

で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
広
げ
る
パ
ー
テ
ィ
ー

　
小
田
原
へ
の
思
い
を
語
り
合
い
な
が
ら
、

新
た
な
仲
間
と
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
の

集
ま
る
場

H
a
m
e
e
株
式
会
社

齊
藤
修
一
さ
ん

　
道
具
や
技
術
の
進
化
に
よ
り
、
場
所
や
時

間
、
事
業
の
規
模
や
資
金
力
に
関
係
な
く
、

個
人
で
も
多
様
な
価
値
観
を
表
現
で
き
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
後
大

事
に
な
る
の
は
「
ア
イ
デ
ア
」
と
「
ス
ピ
ー

ド
」
で
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る
活
動
を
し
て

い
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
着
目
し
、
地
域
や
業

種
を
越
え
、
活
動
初
期
に
支
援
を
可
能
に
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
て
る
こ
と
は
、
ま
ち
で

も
会
社
で
も
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

ア
イ
デ
ア
か
ら

行
動
を
生
み
出
す

小
田
原
市

企
画
政
策
課
長

韮
澤
浩
一

　
民
間
企
業
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

が
生
ま
れ
、
市
と
し
て
も
、
互
い
の
強
み
を

生
か
し
合
う
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
若
い
人
が
気
軽
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る

雰
囲
気
作
り
や
、
ア
イ
デ
ア
が
実
現
に
向

か
っ
て
い
く
ス
ピ
ー
ド
感
は
、
民
間
な
ら
で

は
の
強
み
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
場
で
多
く
の
人
が
ま
ち
づ
く

り
に
触
れ
、
ア
イ
デ
ア
か
ら
行
動
を
生
み
出

す
仕
組
み
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
度
は
既
に
、2
回
開
催
し
ま
し
た
。

●
5
月
「
Mメ

イ

カ

ー

ソ

ン

A
K
E
R
T
H
O
N

〜
T
R
A
D

×

I
o
T
〜
」

　
伝
統
工
芸
と
I
T
技
術
を
テ
ー
マ
に
、
ク

リ
エ
ー
タ
ー
を
招
い
て
新
た
な
「
モ
ノ
づ
く

り
」
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
ま
し
た
。

●
7
月
「
H
A
M
I
D
A
S
E
 Sシ

ー

ズ

E
E
D
S
」

　
地
域
を
盛
り
上
げ
る
若
手
ク
リ
エ
ー
タ
ー

が
、
小
田
原
で
実
現
し
た
い
思
い
を
熱
く
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
刺
激
を
受
け
た
参
加

者
が
、
知
恵
を
寄
せ
合
い
ま
し
た
。

Fフ

ァ

ー

ボ

A
A
V
O
小
田
原
箱
根

　
H
a
m
e
e
株
式
会
社
の
社
会
貢
献
活
動

「
地
域
を
盛
り
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

扱
う
の
が
、「
F
A
A
V
O
小
田
原
箱
根
」
。

　
地
域
を
活
性
化
す
る
提
案
・
事
業
を
持
つ

人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
表
し
、
そ
の
内

容
に
共
感
し
た
全
国
各
地
の
人
か
ら
支
援
金

を
募
る
こ
と
が
で
き
る
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」

　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
田
植
え
を
通
じ
て
田

ん
ぼ
に
絵
を
描
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　
15
人
の
支
援
者
か
ら
10
万
円
の
資
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。

外
に
ハ
ミ
ダ
セ
！
（
平
成
27
年
秋
）

　
起
業
家
支
援
や
、
屋
外
で
の
体
験
活
動

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

運
営
に
か
け
る
思
い

こ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
現
！

次
回
予
告
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の
願
い
を
込
め
て
折
っ
た
千
羽
鶴
を
、
広
島

平
和
記
念
公
園
内
に
さ
さ
げ
る
予
定
で
す
。

　
70
年
前
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ

た
の
か
。被
爆
体
験
者
の
話
や
、広
島
平
和
記

念
資
料
館
の
訪
問
な
ど
か
ら
、
中
学
生
は
何

を
学
び
、感
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
広
島
訪
問
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、こ
れ
ま
で

2
回
の
事
前
学
習
を
実
施
。互
い
の
考
え
を
話

し
合
い
、訪
問
へ
の
思
い
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
訪
問
後
に
は
、
広
島
で
学
ん
だ
こ
と

を
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
、
各
学
校
な

ど
で
共
有
・
発
表
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
5
年
10
月
1
日
に
「
小
田

原
市
平
和
都
市
宣
言
」
を
制
定
し
ま
し
た
。そ

の
趣
旨
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
た
め
、
戦
後

70
年
事
業
と
し
て
、次
代
を
担
う
中
学
生
を
、

被
爆
地
・
広
島
に
派
遣
し
ま
す
。

　
派
遣
生
徒
は
、
11
市
立
中
学
校
の
2
年
生

22
人
。そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
代
表
と
し
て
、戦

争
の
悲
惨
さ
や
命
の
大
切
さ
を
学
び
、
そ
の

思
い
を
仲
間
に
広
め
ま
す
。

　
広
島
訪
問
は
、8
月
5
日（
水
）か
ら
7
日

（
金
）ま
で
。6
日（
木
）に
は
、
平
和
記
念
式

典
に
参
加
し
、
世
界
各
国
の
人
々
と
平
和
を

願
う
貴
重
な
経
験
も
し
ま
す
。

　
ま
た
、
訪
問
前
に
市
内
の
中
学
生
が
平
和

8
月
6
日
は
広
島
に
、9
日
は
長
崎
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
日
で
す
。
当
日
は
、
原
爆
死
没
者
の
追

悼
と
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を
。

8
月
15
日
は
戦
没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念

す
る
日
で
す
。正
午
に
は
、1
分
間
の
黙
と
う
を
。

「
平
和
」っ
て
何
だ
ろ
う
？ 

～
広
島
に
行
っ
て
き
ま
す
～

昭
和
20（
1
9
4
5
）年
8
月
15
日
、
日
本
は
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
数
日
前
に
は
、
広
島
と
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
。

小
田
原
に
も
終
戦
日
未
明
に
空
襲
が
あ
り
、

戦
争
は
多
く
の
も
の
を
奪
い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
70
年
、「
平
和
」と
は
何
か
を
学
ぶ
た
め
、

中
学
生
が
被
爆
地
・
広
島
を
訪
問
し
ま
す
。

中
学
生
広
島
派
遣
事
業

事
前
・
事
後
学
習
も
し
っ
か
り
と

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
4
1
6
5

戦
後
70
年
事
業
「
中
学
生
広
島
派
遣
事
業
」
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務
課
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1
2
9
1

派
遣
生
徒
に
、
広
島
訪
問
に
向
け
た
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

※
派
遣
生
徒
全
員
の
思
い
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
戦
後
70
年
に
当
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 　

私
が
今
回
の
事
業
に
参
加
す
る
目
的
は
、

「
平
和
」
に
つ
い
て
も
っ
と
考
え
る
べ
き
だ
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。
広
島
と
い
え
ば
、
原
子
爆

弾
が
落
と
さ
れ
、
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
と
て
も
悲
し
い
こ
と
で
あ

り
、
同
じ
こ
と
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
は
、
自
分

の
目
で
当
時
広
島
に
何
が
あ
っ
た
の
か
、
戦

争
と
い
う
も
の
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
何
で

あ
る
の
か
を
、
し
っ
か
り
と
見
て
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
学
校
に
持
ち
帰
り
、
全

校
生
徒
に
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
僕
は
社
会
の
授
業
な
ど
で
戦
争
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
戦
争

が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
戦
争
が

ど
の
く
ら
い
悲
惨
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
調

べ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
こ

の
広
島
派
遣
事
業
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
、

当
時
の
人
々
の
思
い
な
ど
を
学
び
た
い
で

す
。
今
回
広
島
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
家
族
や
友

達
に
、
戦
争
は
二
度
と
や
っ
て
は
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
を
、
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。	

橘中学校２年
杉
すぎ

本
もと

 麻
ま な み

菜美さん

城山中学校２年
眞
ま

野
の

 心
こころ

さん
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市
有
建
築
物
を
長
く
大
切
に
使
う
た
め
に

　
市
の
人
口
は
、
昭
和
30
〜
50
年
代
に
約

11
万
人
か
ら
約
18
万
人
に
増
え
、
市
で
は
こ

の
時
期
に
、多
く
の
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
修
繕
や
建
て
替

え
が
集
中
し
、
市
財
政
の
大
き
な
負
担
に
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
22
年
に
、
施
設
の
建
築
年
や
運
営
経

費
な
ど
の
現
状
把
握
と
課
題
の
整
理
・
分
析

を
行
い
、『
小
田
原
市
施
設
白
書
』に
ま
と
め
ま

し
た
。
平
成
23
年
に
は
、「
市
有
施
設
の
管
理

運
営
に
係
る
基
本
方
針
」
を
策
定
。さ
ら
に
、

平
成
25
〜
26
年
度
に
は
、
施
設
の
具
体
的
な

状
況
を
把
握
す
る
た
め
、外
壁
や
屋
根
、空
調

設
備
な
ど
建
築
物
を
構
成
す
る
部
位
ご
と
に
、

劣
化
状
況
や
標
準
的
な
修
繕
な
ど
の
時
期
を

過
ぎ
て
い
る
箇
所
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
調
査
か
ら
、
築
年
数
が
30
年
以
上
の
建
物

が
全
体
の
約
75
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
標
準
的
な
修
繕
な

ど
の
時
期
を
過
ぎ
て
い
る
部
位
も
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
か
ら
今
後
は
、
よ
り
計
画
的
に

維
持
保
全
を
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。現
在
、平
成
29
年
度
の
開

始
を
目
指
し
、
市
有
建
築
物
の
「
長
期
保
全

計
画
」
と
「
維
持
修
繕
計
画
」
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
施
設
の
安
全
性
確
保
と
財
政
負
担

平
準
化
の
た
め
、
計
画
的
な
維
持
保
全
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

�

　　
　
　
　
　

長
期
保
全
計
画
　「
市
有
建
築
物
は
、長
く
大

切
に
使
っ
て
い
く
こ
と
が
基
本
と
な
る
」
な

ど
、
今
後
の
保
全
の
考
え
方
を
提
示
。
市
有

建
築
物
の
保
全
に
係
る
長
期
コ
ス
ト
を
把
握

し
、
平
準
化
す
る
た
め
に
策
定
し
ま
す
。

　

�

　　
　
　
　
　

維
持
修
繕
計
画
　修
繕
な
ど
の
優
先
順
位
を
判

断
し
、
今
後
数
年
間
に
行
う
べ
き
工
事
の
順

番
を
決
定
。
実
際
の
修
繕
工
事
な
ど
を
計
画

的
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
策
定
し
ま
す
。

 

　
市
有
建
築
物
の
老
朽
化
に
伴
う
課
題
は
長

期
に
わ
た
り
、
市
政
へ
の
影
響
も
大
き
く
な
り

ま
す
。
市
で
は
、
取
り
組
み
の
進
捗
な
ど
の
関

連
情
報
を
、皆
さ
ん
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

 

　   

発
信
！

市
有
建
築
物
を
長
く
大
切
に
使
う
た
め
に

今
後
、
市
が
所
有
す
る
建
物
の
修
繕
や
建
て
替
え
の
費
用
が
か
さ
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

修
繕
な
ど
の
集
中
を
避
け
る
た
め
、
建
物
ご
と
の
劣
化
状
況
を
調
査
し
、

計
画
的
な
維
持
保
全
に
向
け
て
、
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

修
繕
や
建
て
替
え
の
集
中

現
状
の
把
握

計
画
的
な
維
持
保
全
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
8
3
8
7

防水シートの破れ 鉄筋のさび

設備カバーのさび 雨漏りによる天井のはがれ 木の腐朽

ポンプの腐食

皆に
広めよう

長
期
保
全
計
画
・
維
持
修
繕
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す 

建
築
課
　
☎
33 - 

1
5
6
7

市有建築物の築年数
による分布状況

標準的な修繕などの時期を
過ぎている部位数の割合

～19年

20～29年

30～39年

40～49年

50～59年

60年～

18％

38％

30％

7％ 6％

1％

過ぎていない

過ぎている

25％

75％



 

総
務
課
　
☎
33 - 

1
2
9
5

　 

総
務
省 

公
式
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト http://kokusei2015.stat.go.jp/ 

　
調
査
の
対
象
は
、今
年
の
10
月
1
日
現
在
、

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
、
外
国
人
を
含
む

全
て
の
人
で
す
。調
査
項
目
は
、17
項
目
で
す
。

　
9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
調
査
員
が
ご

自
宅
に
伺
い
、氏
名
な
ど
を
確
認
の
う
え
、書

類
を
配
り
ま
す
。調
査
員
は
、国
勢
調
査
員
証

と
腕
章
を
身
に
着
け
て
い
ま
す
。
調
査
員
が

訪
問
し
た
ら
、
調
査
員
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
の
少
子
高
齢
化
や
雇
用
の
状
況
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
調
査
結

果
は
、社
会
福
祉
を
は
じ
め
、雇
用
政
策
や
防

災
対
策
な
ど
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
分
野
で

活
用
さ
れ
ま
す
。あ
な
た
の
回
答
が
、日
本
の

未
来
を
つ
く
り
ま
す
。

　
国
勢
調
査
の
従
事
者
に
は
、
法
律
で
守
秘

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
回
答
を
統
計

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
9
月
上
旬
に
、
調
査
員
が
全
て
の
世
帯
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
た
め
の
書
類
を
配

り
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

　
9
月
20
日（
日
）ま
で
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

●
紙
の
調
査
票
で
の
回
答

　
9
月
下
旬
に
、調
査
員
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
を
し
て
い
な
い
世
帯
を
再
訪
問
し
、
紙

の
調
査
票
を
配
り
ま
す
。記
入
し
て
、郵
送
ま

た
は
調
査
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
の
未
来
を
つ
く
る

5
年
に
1
度
の
国
勢
調
査
。

日
本
の
人
口
や
世
帯
を
明
ら
か
に
す
る
、
国
の
最
も
重
要
な
調
査
で
す
。

今
回
か
ら
、
新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
が
始
ま
り
ま
す
。

調
査
員
が
訪
問

調
査
結
果
は

ど
う
使
わ
れ
る
の
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

回
答
で
き
ま
す
！

9・10月 
実 施

国

査
調
勢

【勤務地別従業者数】

勤務地 従業者数
（人）

市　内 59,453

市　外 36,483

県　内 28,715

箱根町 3,798

横浜市 3,450

南足柄市 3,439

平塚市 3,144

秦野市 1,990

その他 12,894

他　県 6,215

総　数 96,209

インターネットで回

答すれば、調査員は

再訪問しないわ。

　
小
田
原
市
か
ら
、
市
外
に
通
勤
し
て
い
る
人

の
勤
務
地
を
市
区
町
村
別
に
見
る
と
、
最
も
多

い
の
は
、箱
根
町
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

調査員から
インターネット回答のための

書類を受け取る

インターネットで
回答しない

再訪問した調査員から
紙の調査票を受け取り、

郵送または調査員に提出する

スマートフォンや
パソコンを使って、
インターネットで
回答する

平成17年の調査では、

1位は南足柄市だった

よ。国勢調査は時代

の変化を知る指標にも

なるんだ。

平
成
22
年
国
勢
調
査
の
結
果
か
ら

市
外
の
勤
務
地
の
ト
ッ
プ
は

箱
根
町
！

※総数・市外には、勤務地不詳を含む。

10



 

管
財
契
約
課
　
☎
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1
3
2
0

　
本
庁
舎
の
耐
震
改
修
工
事
は
、
地
震
の
揺

れ
を
吸
収
し
、
建
物
に
揺
れ
を
伝
わ
り
に
く

く
す
る
免
震
工
法
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
下
で
の
工
事
の
た
め
、
工
事
中
も
庁
舎

を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、通
常
ど

お
り
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
4
月
の
着
工
か
ら
現
在
ま
で
は
、

建
物
と
地
盤
を
切
り
離
す
た
め
の
掘
削
工
事

や
、地
下
部
分
に
あ
る
基
礎
ピ
ッ
ト（
※
）内
の

躯く

体た
い

補
強
工
事
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
順
次
、
基
礎
ピ
ッ
ト
内
に
免
震
装

置
を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

※�

基
礎
ピ
ッ
ト
…
庁
舎
1
階
の
床
下
に
あ
る
、

高
さ
約
3
メ
ー
ト
ル
の
空
間
。
貯
水
槽
な

ど
が
あ
り
、通
常
、人
が
出
入
り
す
る
こ
と

は
な
い
。

市
役
所
本
庁
舎
耐
震
改
修
工
事

地
震
に
強
い
建
物
へ

市
役
所
本
庁
舎
は
、平
成
28
年
2
月
の
工
事
完
了
に
向
け
て
、耐
震
改
修
を
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
、
地
震
に
強
い
建
物
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

業
務
は
通
常
ど
お
り

免
震
装
置
設
置
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
8
2
6
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P
1
7
8
2
9

  

免
震
化
の
現
場
を
見
よ
う
！

  

　
　
　
　 

工
事
現
場
見
学
会

　
工
事
中
は
、
来
庁
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
工
事
現
場

で
、免
震
装
置
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
見
学
会
を

実
施
し
ま
す
。

　
　内容
　工
事
概
要
の
説
明
、免
震
起
震
車
の
体
験
、�

　
　
　
建
物
の
外
か
ら
免
震
装
置
の
見
学

　
　日時
　8
月
27
日（
木
）　

　
　
　
①
午
前
10
時
～
、②
午
後
1
時
30
分
～

　
　定員
　各
回
30
人

　
　

所
要
時
間
　約
1
時
間

　
　申込
　8
月
14
日（
金
）ま
で
に
、管
財
契
約
課
や
市�

　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事�

　
　
　
項
を
記
入
し
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
。

　　　　
〒
2
5
0-

8
5
5
5
　
荻
窪
3

�

0

�
0
�

　
　
　

管
財
契
約
課

�

免
震
起
震
車
に
は
、健
康
状
態
な
ど
に
よ
り
乗

車
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。申
込
書
の
注

意
事
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

工
事
の
詳
し
い
状
況
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※転載禁止
免震の仕組み 免震装置イメージ

正面玄関側 守衛口側

免震装置 基礎ピット

●
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O D A W A R A  I N F O R M A T I O N
　

小
田
原
市
が

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

の
練
習
拠
点
に
！

　
6
月
3
日
、
神
奈
川
県
・
小
田
原
市
・

（
公
財
）日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
の
３
者
は
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
チ
ー

ム
の
市
内
合
宿
の
継
続
的
な
実
施
と
、「
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
」
の

成
功
に
向
け
て
協
力
・
連
携
す
る
た
め
、

基
本
合
意
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
合
意
書
に
は
、
合
宿
に
向
け
て
城
山
陸

上
競
技
場
を
改
修
す
る
こ
と
や
、
市
民
と

選
手
の
交
流
活
動
を
行
う
こ
と
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
合
宿
の
受
け
入
れ
に
向
け
て�

準
備
す
る
と
と
も
に
、市
内
で
の
ラ
グ
ビ
ー

普
及
を
図
り
ま
す
。

　
市
全
体
で
、
ラ
グ
ビ
ー
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

  

企
画
政
策
課
　
☎
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1
3
1
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（左から）加藤市長、黒岩県知事、日
本ラグビーフットボール協会 矢部副
会長

12

清掃活動のようす

市長表敬訪問

　
地
域
環
境
美
化
功
績
者
表
彰
は
、
地
域

の
環
境
美
化
に
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

個
人
・
団
体
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
、
本
市
で
は「
石
橋
福
寿
会
」
が

環
境
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰

式
は
6
月
10
日
に
東
京
都
千
代
田
区
の
グ

ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
行
わ
れ
、
全
国

で
18
個
人
と
41
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度

地
域
環
境
美
化
功
績
者
表
彰

  

環
境
政
策
課
　
☎
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1
4
7
2

石
橋
福
寿
会

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
医
療
費
に
充
て
る

大
切
な
財
源
で
す
。
加
入
者
が
安
心
し
て
医

療
機
関
で
受
診
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
は

納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期

間
は
2
年
間
で
、
隔
年
の
10
月
1
日
に
更

新
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
更
新
の
年
で
す
。

　
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
有
効
期
間
が

6
か
月
の
「
短
期
被
保
険
者
証
」
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
長
期
間
滞
納
が
続
き
、
市
に
相

談
も
な
い
場
合
、
被
保
険
者
証
の
返
還
を

求
め
、
病
院
で
の
支
払
い
が
い
っ
た
ん
全

額
自
己
負
担
に
な
る
「
被
保
険
者
資
格
証

明
書
」
を
交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
場
合
、
督

促
状
や
催
告
書
を
送
り
ま
す
。
滞
納
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
勤
務
先
へ
の
給
与
の
問
い�

合
わ
せ
や
、
預
貯
金
・
保
険
契
約
の
照
会�

な
ど
財
産
調
査
を
行
っ
た
後
、
差
し
押
さ

え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
し
ま
す
。
市
で
は

滞
納
処
分
を
強
化
し
、
処
分
件
数
は
毎
年

増
加
し
て
い
ま
す
。

※�

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
も
同
様
に
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退
す
る
場

合
、
速
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
料
を
請
求
さ
れ
る
な
ど
、
負
担
が

大
き
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

脱
退
手
続
き
を
し
な
い
と
、
他
の
健
康
保

険
と
重
複
し
て
保
険
料
が
請
求
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

う
。

国
民
健
康
保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

滞
納
す
る
と

保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

加
入
・
脱
退
の
手
続
き
を

忘
れ
ず
に

滞
納
が
続
く
と

  
保
険
課
　
☎
33 - 

1
8
3
2

　
昭
和
34
年
に
設
立
さ
れ
、
昭
和
60
年
5

月
か
ら
30
年
に
わ
た
り
、
地
域
内
の
遊
園

地
や
周
辺
道
路
、
海
岸
の
清
掃
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
83
人
が
当
番
制
で
、
毎
月
1
日
に�

石
橋
遊
園
地
や
周
辺
道
路
の
清
掃
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
3
回
、
地
域
内
の
海

岸
を
清
掃
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
、
地
域
内
の
環
境
美

化
に
貢
献
し
て
い
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

の
環
境
美
化
意
識
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。



　
お だ わ ら 情 報

  

救
急
課
　
☎
49 - 

4
4
4
1
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上
級
救
命
講
習（
中
学
生
対
象
）

普
通
救
命
講
習
I

　
消
費
税
率
が
8
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
得
が
低
い
人
を

対
象
に
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
で
あ

る
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
給
付
し
ま
す
。

　
給
付
対
象
と
思
わ
れ
る
人
の
世
帯
に
、
申 

請
書
類
を
送
り
ま
す（
8
月
7
日（
金
）に

発
送
予
定
）。
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、

返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

　
9
月
9
日
は
、
救
急
業
務
や
救
急
医
療

の
理
解
を
深
め
る「
救
急
の
日
」。
こ
の
日

を
含
む
1
週
間
は
、「
救
急
医
療
週
間
」
で

す
。

　
市
で
は
、
応
急
手
当
て
や
救
急
医
療
機

関
へ
の
正
し
い
理
解
と
知
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
救
命
講
習
を
行
い
ま
す
。

   日
時 

9
月
6
日（
日
）

　
　 

午
前
10
時
～
午
後
1
時

   場
所 

マ
ロ
ニ
エ
3
階 

ホ
ー
ル

   内
容 

講
演（
講
師
…
市
立
病
院
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
医
師
）

救
命
講
習（
心
肺
蘇そ

生せ
い

法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

取
り
扱
い
実
技
）

 
  対

象 

市
消
防
本
部
管
轄
内
に
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
中
学
生
以
上
の
人

 
 

　  

募
集
人
数 

1
0
0
人（
申
込
先
着
順
）

 
  申

込 

8
月
6
日（
木
）午
前
9
時
か
ら
救
急 

　
　
課
に
電
話
で
。

※ 
講
習
修
了
者
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了

証
を
得
ら
れ
ま
す
。

   日
時 

9
月
12
日（
土
）

　
　 

午
前
9
時
～
午
後
6
時

   場
所 

県
立
足
柄
上
病
院 
1
階
研
修
室

　
　 （
松
田
町
松
田
惣
領
8
6
6-

1
）

   内
容 

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容
に
、「
傷
病

者
管
理
」「
固
定
法
」「
熱
傷
の
手
当

て
」「
搬
送
法
」
な
ど
を
加
え
た
応
急

手
当
て
全
般

   対
象 

市
消
防
本
部
管
轄
内
に
在
住
、
在
学

の
中
学
生

 
 

　  

募
集
人
数 

20
人（
申
込
先
着
順
）

   申
込 

8
月
12
日（
水
）午
前
9
時
か
ら
救
急

課
に
電
話
で
予
約
。
そ
の
後
、
9
月

2
日（
水
）ま
で
に
申
請
書
を
最
寄
り

の
消
防
署
へ
。

※ 

講
習
修
了
者
は
、
上
級
救
命
講
習
修
了

証
を
得
ら
れ
ま
す
。 

　
市
が
、
市
民
税
の
課
税
状
況
の
確
認
や

申
請
書
を
審
査
し
、
10
月
1
日（
木
）か
ら

順
次
、
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　
申
請
期
限
は
、
12
月
28
日（
月
）（
当
日
消

印
有
効
）ま
で
で
す
。

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
を
!!

　

平
成
26
年
度
に
は
、
市
役
所
職
員
を
名

乗
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
導
し
た
り
、金
融
機
関

の
職
員
を
装
い
、
口
座
番
号
を
聞
き
出
そ

う
と
し
た
り
す
る
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
や
金
融
機
関
の
職
員
が
、
世
帯
構
成

や
金
融
機
関
の
口
座
番
号
、
給
付
金
の
申

請
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
電
話
で
問
い
合

わ
せ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
申
請
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

❶
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
5
7
0-

0
0
1-

2
5
7
　
　

❷
相
談
窓
口
　
市
役
所
2
階 

❶
❷
と
も
に

  期間 

8
月
10
日（
月
）～
12
月
28
日（
月
）

　
　
　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
・
休
日
を
除
く

  時間 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

対
象
者
診
断

給
付
ま
で
の
流
れ

  
福
祉
政
策
課
　
☎
33 - 

1
6
6
7

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
厚
生
労
働
省
相
談
窓
口
　

                                          

☎
0
5
7
0 - 

0
3
7 - 

1
9
2

平
成
27
年
　
救
急
の
日
・
救
急
医
療
週
間

平
成
27
年
1
月
1
日
に
小
田
原
市
に

住
所
登
録
が
あ
り
ま
し
た
か
。

27
年
度
分
の
市
民
税
は
課
税
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

27
年
度
分
の
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
人
の
扶
養
に
入
っ
て
い
ま
す
か
。

生
活
保
護
を
受
け
て
い
ま
す
か
。

支
給
対
象
者
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
（
支
給
額
：
6
0
0
0
円
）。

   対象ではありません。

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

　
　
　
　
　
　
　  

P
1
7
9
9
6



　
今
回
の
演
目
は
、「
引ひ

き

窓ま
ど

」「
襲
名
披
露

口
上
」「
連れ

ん

獅じ

子し

」。

　
公
演
を
前
に
6
月
28
日
に
は
、「
歌
舞
伎

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
約
2
0
0
人
の

受
講
者
が
、
講
師
の
元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
・
葛
西
聖
司
さ
ん
か
ら
、
観
劇
の
ポ
イ

ン
ト
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
受
講
者
の
一
人
「
文
化
レ
ポ
ー
タ
ー
」

の
深ふ

か

野の

彰あ
き
ら

さ
ん
は
、「
小
田
原
の
歌
舞
伎
は

長
い
歴
史
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
葛
西

さ
ん
の
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け
に
、
9
月
1

日
の『
松
竹
大
歌
舞
伎
』に
た
く
さ
ん
の
人

が
観
劇
に
来
ら
れ
て
、
小
田
原
に
再
び
歌

舞
伎
の
熱
気
が
よ
み
が
え
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
」
と
、
感
想
を
発
信
し
て
い
ま

す
。

　
9
月
1
日（
火
）、
市
民
会
館
で
「
松
竹

大
歌
舞
伎
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
は
、
昭
和
37（
1
9
6
2
）年
に

開
館
。
当
時
の
鈴
木
十
郎
市
長
は
、
元
歌
舞

伎
座
支
配
人
の
経
歴
を
持
ち
、
こ
け
ら
落

と
し
は
歌
舞
伎
公
演
で
し
た
。そ
の
後
、
平

成
11
年
ま
で
毎
年
、
歌
舞
伎
が
公
演
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
歌
舞
伎
の
演
目
「
外う

い

郎ろ
う

売う
り

」
は
、
小
田
原

の
「
う
い
ろ
う
」
に
題
材
を
得
た
も
の
。ま

た
、
江
戸
時
代
か
ら
「
小
田
原
桐き

り

座ざ

」
と
い

う
一
座
が
市
内
に
芝
居
小
屋
を
構
え
、
歌

舞
伎
や
舞
踊
な
ど
を
上
演
し
て
い
ま
し
た
。

今
も
市
内
で
は
「
外
郎
売
の
口
上
大
会
」

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
小
田
原
と
歌
舞
伎

は
縁
が
深
い
の
で
す
。

16
年
ぶ
り
の
歌
舞
伎
公
演

小
田
原
と
歌
舞
伎
の

深
い
縁

r t  S c e n e

小
田
原
文
化
レ
ポ
ー
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク・ブ
ロ
グ

　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
1
6
1
3
3

「引窓」の舞台と人物を解説する葛西さん

《 連 載 》 小 田 原 の ア ー ト シ ー ンA

14

主催・問  内野邸プロジェクト実行委員会
☎23-3667（平本亭）

日  時  8月29日（土）・30日（日）
午前11時～午後5時

内  容  ・Nゲージの運転体験
・HOゲージの走行鑑賞

ハルネ鉄道模型運転会

問  産業政策課　☎33-1515
日  時  8月6日（木）～9日（日）

午前10時～午後5時
内  容   寄

よせ

木
ぎ

コースター作り、
風鈴作り体験、紙袋を使った家作り など

費  用  500円～3,500円
※体験内容によって、日時や費用が異なります。
　詳しくは、市ホームページで確認してください。

申  込  産業政策課に電話で。
　　　　　　Ｐ18065

主催・問  小田原・箱根
「からくりパズル」を
 広める会
 ☎55-7887

日  時  8月22日（土）午前10時30分～午後6時
      23日（日）午前10時～午後４時

内  容   ・珍しいパズルやおもちゃの販売会
・パズル遊び名人による「からくりパズル」の実演
・世界のパズルで遊べるコーナー
・からくり箱やパズルなどの工作教室

からくりパズルフェア
2015

http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

あふれる 魅力 ハルネ情報
第11回小田原もあ展

「夏休み小田原ものづくり体験教室！」

問  街かど案内所　
☎23-1150

日  時  8月22日（土）
午前10時～正午

内  容   新鮮な地場産品などの
販売

ハルネ小田原駅直朝市

8月

乗り鉄小田原散歩　プロローグ「馬車鉄道から新幹線まで」
小田原城のあゆみ　第Ⅰ期「廃城から御用邸時代」

8月4日（火）～30日（日）
～9月30日（水）

ハルネギャラリー
展示予定

〈連載〉

第11回小田原もあ展
「夏休み小田原ものづくり体験教室！」
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こ
の
ま
つ
り
は
、地
域
の
人
の

「
ふ
れ
あ
い
」と「
連
帯
」を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
始
ま
り
、今
年

で
19
回
と
な
り
ま
す
。太
鼓
や
吹

奏
楽
、よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、報
徳
訓
唱
和
な
ど
、趣
向
を
凝
ら
し
、地
域
の
小・中
学
生
や

高
校
生
も
参
加
し
、真
夏
の
夜
の
ま
つ
り
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、参
加
団
体
が
二
宮
尊
徳
の
精
神
で
あ
る「
分ぶ

ん

度ど

・推す
い

譲じ
ょ
う」を
旨
と
し
て
出
店
し
、

安
価
で
物
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
8
月
8
日（
土
）午
後
3
時
か
ら
、桜
井
小
学
校
で
開
催
し
ま
す
。こ
の
ま
つ
り

が
一
円
融
合
の
精
神
で
、今
後
も
盛
大
に
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
って
い
ま
す
。

　
桜
井
地
区
は
、二
宮
尊
徳
の
生
誕
地
と
し
て
知
ら
れ
、生
家
が
保
存
さ
れ
て
い

る
他
、報
徳
堀
や
捨す

て

苗な
え

・
油あ

ぶ
ら

菜な

栽
培
地
跡
な
ど
で
そ
の
功
績
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

8
月
に
は「
金
次
郎
桜
井
ま
つ
り
」、10
月
に
は「
尊
徳
祭
」「
尊
徳
先
生
を
偲し

の

ぶ

集つ
ど

い
」を
開
催
し
、
報
徳
訓
を
斉
唱
す
る
な
ど
、
二
宮
尊
徳
の
教
え
を
受
け
継
い

で
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、地
域
の
小
・
中
学
校
の
校
歌
や
保
育
園
の
園
歌
に
尊
徳

の
名
や
教
え
が
入
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
尊
徳
の
教
え
が
生
き
て
い
る
ま
ち
」で
あ
り
続
け
、自
然
豊
か

な
田
園
風
景
を
未
来
の
子
ど
も
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
地
域
の
人
の
協
力
で
、小
学
生
は
田
植
え
や
稲
刈
り

を
体
験
し
ま
す
。ま
た
多
く
の
小
学
生
が
、大
人
や
中

学
生
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
経
験
で

き
る「
桜
井
ひ
ろ
ば
土
曜
ク
ラ
ブ
」に
参
加
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
頃
か
ら
地
域
の
人
と
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と

で
、中
学
・
高
校
生
に
なって
も
、声
を
掛
け
合
う
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
作
って
い
ま
す
。

　
８
月
に
は
、灯
ろ
う
が
川
面
を
ゆっ
た
り
と
流
れ
、幽

玄
な
風
情
を
醸
し
出
す「
仙
了
川
流
灯
祭
り
」を
開
催
。

地
域
の
人
が
多
く
集
ま
る
夏
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、地
域
の
交
流
が
盛
ん
な
の
は
、昔
、酒

匂
川
が
氾
濫
し
た
と
き
に
、村
人
が
一
致
団
結
し
て
水

防
に
あ
た
っ
た
歴
史
が
あ
り
、そ
れ
が
今
に
息
づ
い
て
い

る
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈 連 載 〉

み
ん
な
が「
知
り
た
い
！
」「
広
め
た
い
！
」地
域
の
自
慢
を
紹
介
し
ま
す
。

桜
井
地
区

桜
井
が
誇
る
偉
人
　
二
宮
尊
徳

酒
匂
川
の
氾
濫
を
乗
り
越
え
て
…

知
り
た
い
！  

広
め
た
い
！  

地
域
自
慢

金
次
郎
桜
井
ま
つ
り

実
行
委
員
長

4

市
の
北
部
に
位
置
し
、
西
側
は
南
足
柄
市
、
北
側
は
開
成
町
、

東
側
は
大
井
町
と
接
す
る
桜
井
地
区
。

中
央
に
仙
了
川
、
東
部
に
は
酒
匂
川
が
流
れ
、
豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
た
田
園
風
景
が
広
が
り
ま
す
。

小
田
急
線
栢
山
駅
を
中
心
に
、に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

曽我 常夫さん

二宮尊徳像と生家

金次郎桜井まつり
中学生による吹奏楽

田植え体験

桜井ひろば土曜クラブ
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校
庭
に「
泉
」が
湧
き
出
る
泉
中
学
校
。

校
章
の「
泉
」の
文
字
を
囲
む
三
つ
の
輪
は

波
紋
で
、広
が
る
希
望
を
表
し
て
い
ま
す
。

三
つ
の
ペ
ン
先
は「
真・善・美
」の
理
想
を

目
指
し
、「
知・徳・体
」を
象
徴
と
し
て
、

信
頼
と
友
情
の
も
と
、平
和
を
愛
す
る
人
を

育
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

地域の特色を生かし、
さまざまな活動に取り組む小田原の中学校。
そんな各中学校の「いいね！」を紹介します。

き
ず
な

食
に
学
ぼ
う

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

幼
児
ふ
れ
あ
い
学
習

　
私
た
ち
は
2
年
生
に
な
る
と
、栄
養
や
伝

統
料
理
な
ど
、「
食
」に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
昨
年
、学
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、

生
徒
有
志
が
市
の「
お
弁
当
レ
シ
ピ
コ
ン
テ

ス
ト
」に
応
募
し
、3
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

今
年
は
報
徳
小
学
校
の
栄
養
士
さ
ん
を
招

い
て
指
導
を
受
け
、さ
ら
に
お
い
し
く
、栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
弁
当
作
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
産
地
消
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、

地
域
の
魚
屋
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、小
田
原

の
魚「
ア
ジ
」の
干
物
作
り
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
体
験
か
ら
私
た
ち
は
、「
食
べ

る
こ
と
は
命
を
頂
く
こ
と
」「
食
べ
物
を
無

駄
に
せ
ず
、感
謝
の
気

持
ち
を
養
う
こ
と
」「
自

分
の
体
と
心
を
大
切

に
育
て
る
こ
と
」を
学

ん
で
い
ま
す
。

　
3
年
生
が
地
域
の
幼
児
を
招
待
し
、手

作
り
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
お
も
ち
ゃ
作

り
を
行
う「
幼
児
ふ
れ
あ
い
学
習
」は
、今
年

で
5
年
め
を
迎
え
ま
す
。

　
私
た
ち
が
幼
少
期
に
遊
ん
で
い
た
お
も

ち
ゃ
を
手
作
り
し
、幼
児
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ

と
で
、自
分
の
成
長
を
振
り
返
り
、将
来
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
2
回
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自
治
会
、学
校
と

警
察
を
つ
な
ぐ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
な

ど
、多
く
の
地
域
の
人
に
協
力
し
て
も
ら
い

な
が
ら
、「
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。今
年
度
は
生
徒
会
と
部
活
動

な
ど
が
輪
番
で
校
門
に
立
ち
、登
校
す
る
仲

間
と
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

　
皆
が
気
持
ち
よ
く
挨
拶
で
き
る
よ
う
に

な
り
、地
域
と
の
絆
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

4

泉
中
学
校

my
連 載

飯
田
岡
22

昭
和
42
年
4
月
1
日

高
め
　身
に
つ
け
　頑
張
る
学
校

石
井 

政
道

1
年
2
0
5
人  

2
年
2
1
4
人  

3
年
2
1
3
人

特
別
支
援
6
人  

計
6
3
8
人

生
徒
数

住  

所
創  

立
校  

訓
校  

長
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